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http://www.f-rotary.com/
【事務所】福島市栄町5-1 ホテル辰巳屋 7F  【例会日】木曜日12：30
【TEL】024-524-1010　【FAX】024-524-1011　【mail】f-rotary@guitar.ocn.ne.jp　info@f-rotary.com

■ 例会日／2015年3月5日（火）　■ 開会点鐘／12：30
■ 会場／ホテル［辰巳屋］8F号第

国際ロータリー第2530地区 2014-15年度

31
福島ロータリークラブ會報

和
の
心
で

  
日々

燭
を
掲
げ
よ
う

本日の
プログラム

創立1951.1.1　承認1951.3.23　登録番号7734

日本銀行福島支店長　中島 健至 会員
会員スピーチ

ご
あ
い
さ
つ

 

二
〇
一
四

－

一
五
年
度
会
長　

丹
治 

正
博

　
「
雛
飾
り
に
見
る
日
本
の
し
き
た
り
」

　

一
昨
日
三
日
は
桃
の
節
句
、ひ
な
祭
り
で
し
た
。

桃
の
節
句
と
申
し
ま
す
の
は
、
三
月
三
日
に
雛
人

形
を
飾
っ
て
女
の
子
の
成
長
を
祈
る
行
事
で
、
古

く
は
三
月
の
は
じ
め
の
巳
の
日
に
行
わ
れ
て
い
た

の
で
、上
巳（
じ
ょ
う
し
）の
節
句
と
も
い
い
ま
す
。

元
来
は
、
節
句
の
終
わ
り
に
藁
や
紙
で
作
っ
た
人

形
で
身
体
を
撫
で
た
り
、
息
を
吹
き
か
け
た
り
し

て
、
罪
・
穢
れ
を
人
形
に
託
し
て
、
川
や
海
へ
流

す
と
い
う
厄
祓
い
の
行
事
で
、
今
で
も
流
し
雛
の

風
習
が
各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。
今
の
よ
う
な
雛

人
形
と
し
て
飾
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
飛

鳥
時
代
第
三
十
三
代
の
推
古
天
皇
の
頃
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

お
内
裏
様
は
左
右
ど
っ
ち
？

　

私
の
家
も
娘
が
お
り
ま
す
の
で
、
三
日
に
は
お

雛
様
を
飾
っ
て
ひ
な
祭
り
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

実
は
お
雛
様
を
飾
る
時
に
、
い
つ
も
話
題
に
な
る
の

は
お
内
裏
様
と
お
雛
様
の
位
置
関
係
で
す
。現
在
は
、

お
内
裏
様
は
左
、
お
雛
様
は
右
に
飾
る
ご
家
庭
が
ほ

と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。
結
婚
式
の
披
露
宴
で
新
郎

新
婦
が
座
る
高
砂
の
席
も
新
郎
が
左
、
新
婦
が
右
で

す
ね
。
こ
れ
に
対
し
て
、
現
在
の
よ
う
な
形
式
の
雛

飾
り
が
成
立
し
た
江
戸
時
代
は
、
今
と
逆
の
飾
り
方

を
し
て
お
り
、
向
っ
て
右
に
男
雛
、
左
に
女
雛
を
置

く
の
が
主
流
で
し
た
。
私
の
家
で
も
お
内
裏
様
は
向

か
っ
て
右
、
お
雛
様
は
向
か
っ
て
左
に
飾
る
の
が
昔

か
ら
慣
わ
し
で
す
。関
西
の「
京
雛
」、関
東
の「
関
東

雛
」に
も
習
慣
の
違
い
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
こ
う
し
た
正
反
対
の
飾
り
方
が
混
在

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
違
い
を

理
解
す
る
た
め
に
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
し
き
た
り

を
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も

お
内
裏
様
、
男
雛
は
天
皇
陛
下
を
意
味
し
ま
す
。
そ

し
て
、日
本
に
は
古
来「
左
が
上
位
」と
す
る
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
天
子
南
面
す
」と
の
言
葉

か
ら
窺
え
ま
す
が
、
天
皇
陛
下
が
南
に
向
い
て
立
た

れ
た
時
に
、日
の
出
の
方
角
で
あ
る
東（
左
）が
上
座

と
な
り
、日
没
の
方
角
の
西（
右
）を
下
座
と
す
る
こ

と
か
ら
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
神
社
の
お

祭
り
に
お
け
る
神
さ
ま
と
の
位
置
関
係
に
お

い
て
も
同
様
で
す
。
神
社
で
は
左
大
臣
の
像

が
右
に
あ
り
、
右
大
臣
の
像
が
左
に
あ
り
ま

す
。
左
大
臣
が
右
大
臣
よ
り
格
上
な
の
で
す

が
、
こ
れ
は
、
貴
い
人（
こ
の
場
合
神
さ
ま
）

の
側
か
ら
見
て
左
、
つ
ま
り
こ
ち
ら
側
か
ら

見
て
右
の
位
置
の
ほ
う
が
位
が
高
い
と
さ
れ

て
き
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
お

内
裏
様
を
向
か
っ
て
右
側（
人
形
か
ら
み
て

左
側
）、お
雛
様
を
向
か
っ
て
左
側（
人
形
か

ら
み
て
右
側
）に
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
ち
な
み
に
、
京
都
の
地
名「
右
京
区
」

「
左
京
区
」も
御
所
か
ら
み
て
の
左
右
で
、こ

れ
に
な
ら
っ
た
も
の
で
す
。

　

並
べ
方
が
逆
転
し
た
ワ
ケ

　

こ
う
し
た
伝
統
的
な
並
べ
方
が
逆
転
し

た
理
由
で
す
が
、
か
つ
て
、
一
般
庶
民
に
と
っ
て

天
皇
陛
下
の
ご
尊
顔
を
拝
す
る
機
会
は
有
り
得
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
が
大
正
時
代
に
な
り
、
大
正

天
皇
さ
ま
が
西
欧
の
王
侯
貴
族
の
し
き
た
り
に
な

ら
っ
て
、
お
写
真
を
撮
影
さ
れ
、
御
真
影
と
し
て

発
表
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
御
真
影
は
、
皇
后
陛
下
を
天
皇
陛
下
の

右
側
に
置
か
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
時
か
ら
、

こ
れ
に
な
ら
っ
て
男
雛
を
向
か
っ
て
左
に
、
女
雛

を
右
に
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。実
は
こ
れ
に
は
大
き
な
誤
解
が
あ
り
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
が
立
た
れ
た
の
は
、左
側
で
は
な
く
て
、

最
上
位
の
中
央
で
、皇
后
陛
下
が
立
た
れ
た
の
は
、

そ
の
次
の
位
置
で
あ
る
天
皇
陛
下
か
ら
見
て
左
側

（
私
ど
も
か
ら
見
て
向
か
っ
て
右
側
）で
あ
っ
た
の

で
す
が
、写
真
を
見
た
庶
民
は
、写
真
の
通
り
に
、

誤
っ
て
理
解
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
ね
。
日
本
の

伝
統
的
な
行
事
は
、そ
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
、

誤
っ
て
子
孫
に
伝
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
だ
る
ま
」
の
目
入
れ
は
ど
っ
ち
が
先
？

　

余
談
で
す
が
、
お
正
月
や
選
挙
の
時
に
だ
る
ま

の
目
入
れ
の
順
番
を
聞
か
れ
ま
す
の
で
、
少
し
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。だ
る
ま
の
左
目（
向

か
っ
て
右
）よ
り
目
を
入
れ
、願
い
事
が
成
就
し
た

ら
、右
目（
向
か
っ
て
左
）を
描
き
入
れ
る
の
が
慣

わ
し
で
す
。左
目
か
ら
入
れ
る
と
い
う
の
は
、陰
陽

五
行
説
か
ら
き
て
い
ま
す
。
だ
る
ま
の
赤
は
火
を

あ
ら
わ
し
、火
は
南
の
方
位
を
示
し
ま
す
。陰
陽
五

行
説
で
は
、東
よ
り
物
事
が
生
ま
れ
、西
で
無
く
な

る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
だ
る
ま
を
南
に
向
け
た
場

合
、東
が
左
目
、西
が
右
目
の
方
向
を
示
し
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
二
五
三
〇
地
区
の
次
年
度
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

（
会
長
エ
レ
ク
ト
研
修
セ
ミ
ナ
ー
）は
、来
る
三
月

七
日
〜
八
日
に
磐
梯
熱
海
温
泉
の「
ホ
テ
ル
華
の

湯
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
が
、当
ク
ラ
ブ
よ
り

幡 

研
一
会
長
エ
レ
ク
ト
が
出
席
さ
れ
ま
す
。会
員

一
同
心
よ
り
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

開会点鐘 丹治正博 会長
ロータリーソング「奉仕の理想」
　ソングリーダー 高橋　聡 会員

「四つのテスト」唱和 有田吉弘 会員
お客様並びに来訪ロータリアン紹介
地区委員長委嘱状の伝達
3月誕生祝い
会長挨拶 丹治正博 会長
食　事
幹事報告 坪井大雄 幹事
各委員会報告
　●プログラム・ニコニコBOX小委員会
　　ニコニコBOX担当 緒方啓道 委員

◎本日のプログラム
閉会点鐘 丹治正博 会長

例 会 次 第
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本 日 の プ ロ グ ラ ム

会員スピーチ
日本銀行 福島支店長

中島　健至 会員

▽農作物の輸出額

▽外国人延べ宿泊客数の推移

▽訪日外国人数と旅行収支

▽都道府県別  旅行の宿泊者別ランキング（2014年12月公表）

▽大規模経営農業者の輸出への取組

▽外国人訪問者数（2013年）

▽宿泊者に占める外国人比率
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PETSについて
　ロータリーは、単年度が原則です。毎年7月には、
国際ロータリーも、地区も、そしてクラブも、すべて
の役員が交替します。ガバナーエレクトが、国際協議
会の研修を終え帰国すると、今度はクラブの次年度役
員の研修が始まります。これらの研修会は、「PETS」
「地区協議会」と一般に呼ばれています。

PETS（Presidents-Elect Training Seminar）

　Presidents-Elect Training Seminar（会長エレクト
研修セミナー）の省略形が「PETS」。「ペッツ」と呼ば
れていますが、文字通り、地区内各クラブの会長エレ
クト（次年度7月1日からクラブ会長になる人）のた
めの、研修・教育を行う情報提供プログラムです。
　クラブ会長の能力、知識、やる気を育成することが
目的となっています。その「目的」は、
○次期クラブ会長が次年度の会長となるための準備
を整える。

○地区ガバナー・エレクトおよび次期ガバナー補佐
に、次期クラブ会長の意欲を高め、協力関係を築く
機会を与える。ということになります。
  PETSの開催時期は、毎年3月中になるべく2月ま
たは3月中に開催するとされています。セミナーの主
催者は、国際協議会で先に研修を済ませてきたガバ
ナーエレクト（次年度ガバナー）です。ガバナーエレ
クトは、現ガバナーやガバナー補佐とも協力し、地区
研修リーダーに指示してPETSを監督します。地区研
修リーダーは実際にセミナーを計画し、その実施に
責任をもちます。セミナーの指導チームは「資格の備
わったパストガバナー」と、地区委員会委員長で構成
されますので、経験豊かな地区の人たちに、一度に身
近に接することができる良い機会ともなります。
  研修では、来る年度のRI（国際ロータリー）テーマや、
効果的な奉仕プロジェクト、ロータリー財団について
の説明や紹介、情報伝達が行われます。ガバナーエレ
クトが、国際協議会でRI会長から直接聞いた、新年度
のRIテーマに対する思いやその印象、次年度のRI会
長の方針など、研修後間もない、ガバナーエレクトの
新鮮な話や方針を直接聞ける、絶好の機会です。
　また、クラブ会長の役割と責任の検討、目標の設定、
クラブ役員の選定と準備、クラブの運営、新会員の勧
誘と説明指導、RIと地区の有用資源なども取り上げら
れます。
　セミナーの具体的な構成メニューは、以下のものです。
○RIテーマ・クラブ会長の役割と責務・目標の設定・
クラブ指導者の選任と準備・クラブの管理運営・会
員増強・奉仕プロジェクト ・ロータリー財団・広報・
支援源（どこにあり、それらをどのように使うか）・
年次計画と戦略計画

　こうして、クラブ会長エレクトは、次年度のRIテー
マを踏まえ、ロータリープログラムを実施する準備が
整うのです。また、このPETSにより、クラブ会長エ
レクトは、新たなるロータリー年度におけるクラブ運
営に関する必要な情報を得るのみならず、地区内66
クラブの会長エレクトと連帯を深め合う機会が与え
られます。
  国際ロータリー第2530地区2015-16年度の
PETSは、3月7日～ 8日に磐梯熱海温泉の「ホテル
華の湯」において開催され、当クラブより幡 研一会長
エレクトが出席されます。会員一同心よりエールを送
りたいと思います。 （文責/丹治正博）

ロータリーの豆知識 第 回31

▽付加価値の高い労働（サービス）とは？
～「京都人は変わらない」（村田吉弘、光文社新書、2002年）より、1つのヒント

◆老舗の秘密（京都の料亭はつぶれない）

◆家業の「スタイル」はいかに作られるか

◆「京都的」サービスと対局にあるもの

▷末席に座っている人ほど大切に
▷百年家業─「アメーバ的思考」／「企業」と「家業」、「短
期的な利益の追求」と「長期的視点からの投資」／永
久保証と「一見さんお断り」

▷「しつらえ」
▷女将の機能（サービスのプロフェッショナル）

▷行列
▷マニュアル─「フード」と「ミール」
▷「料理の鉄人」

中島健至会員　退会あいさつ

3/10日本銀行本店 政策

委員会室 審議役として

ご栄転されます。クラブ

より記念品とクラブバ

ナーを会長より贈呈致し

ました。

私
の
趣
味
は
、
岩
魚
・
山
女
を
釣
る
渓
流
釣
り

で
す
。

　

釣
り
場
は
、
山
形
朝
日
連
峰
か
ら
庄
内
地
方
に

流
れ
る
大
鳥
川
で
、約
四
〇
年
通
っ
て
い
ま
す
。釣

り
初
め
は
、雪
ど
け
進
む
六
月
上
旬
頃
か
ら
で
す
。

　

初
夏
の
山
は「
新
緑
」そ
の
中
に
栃
・
藤
・
つ
つ
じ
等
の
花
が
咲
い

て
お
り
残
雪
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
絶
景
で
す
。そ
の
自
然
の
美
し
さ

に
毎
年
感
動
を
受
け
ま
す
。

　

渓
流
釣
り
は「
景
色
」を
釣
れ
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
。沢
筋
に
は
、

白
根
葵
・
山
荷
葉
・
一
人
静
等
色
々
の
山
野
草
の
花
が
楽
し
め
ま
す
。

雪
ど
け
水
が
入
り
冷
た
い
川
で
も
岩
魚
は
元
気
よ
く
飛
び
出
し
て
来
ま

す
。
少
々
の
釣
果
を
得
て
、
ウ
ド
・
タ
ラ
ノ
芽
等
の
山
菜
を
採
り
、
ウ

グ
イ
ス
に
送
ら
れ
帰
途
に
着
き
ま
す
。

　

今
年
は
大
雪
で
二
月
平
地
で
も
三
メ
ー
ト
ル
位
の
雪
と
の
こ
と
、釣

り
初
め
が
遅
れ
る
の
が
心
配
で
す
。

　
七
〇
才
を
超
え
て
い
つ
ま
で
出
来
る
か
‼
早
く
六
月
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
心
待
ち
し
て
い
る
今
頃
で
す
。

私のひとこと 児玉 健夫 会員

地区委員長委嘱状の伝達

阿久津　肇 パストガバナー

委嘱状の伝達

来訪ロータリアン紹介

●ビジター 呉竹　弘吉 様（福島中央RC）
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ニコニコBOX報告　　〈報告〉 緒方啓道 委員 本日のニコニコBOX投入額　30件¥68,000 累計  ¥1,906,000

○
渡
邊 

又
夫 

会
員

　

誕
生
祝
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
八
十
歳
に
な
り
ま
す
。「
還
暦
が
第

二
の
成
人
式
な
ら
我
ま
さ
に
四
十
の
働

き
ざ
か
り
な
り
け
り
」

○
藤
井 

高
志 

会
員

　

お
誕
生
日
の
お
祝
い
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
早
く
も
福
島
へ
来
て
三
年

目
の
春
を
迎
え
ま
す
。

○
今
井　

康 

会
員

　

誕
生
祝
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
五
阿
弥 

宏
安 

会
員

　

円
空
展
が
四
月
五
日
ま
で
開
催
中

で
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
皆
様
に
割
引
チ

ケ
ッ
ト
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。
遠
慮
な

く
お
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

○
中
島 

健
至 

会
員

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

○
幡　

研
一 

会
員
、大
沼 

健
次 

会
員
、

　

田
苗　

博 

会
員
、渡
部 

世
一 

会
員
、

　

渡
辺 

健
寿 

会
員
、坪
井 

大
雄 

幹
事

　

中
島
支
店
長
様
の
最
後
の
ス
ピ
ー
チ

拝
聴
し
ま
す
。

○
丹
治 

正
博 

会
長

　

三
月
は
別
れ
の
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
本
日
、
渡
辺
広
重
会
員
と
中
島
健

至
会
員
が
退
会
さ
れ
ま
す
。
新
た
な
勤

務
地
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
情
は

永
遠
で
す
。

○
他
に
／
佐
藤
朋
幸
／
菅
野
晴
隆
／
志

村
光
昭
／
緒
方
啓
道
／
高
橋 

聡
／
岡

田
新
也
／
岩
田
尚
志
／
児
玉
健
夫
／
有

田
吉
弘
／
相
良
元
章
／
加
藤
義
朋
／
森

岡
幸
江
／
白
岩
康
夫
／
氏
川
守
義
／
安

藤
健
次
郎
／
古
俣 

猛
／
佐
藤
英
典
／

松
浦
敬
祐

　パンダハウス募金ご報告  （森川英治社会奉仕委員長）  3月5日　7,881円 累計213,392円

例会プログラムのご案内

■3月19日（木） 12：30～「辰巳屋」

　・鈴木勇人新会員スピーチ
　・PETS報告　幡研一会長エレクト
　＊「友」紹介　＊「血圧測定」
■3月26（木） 18：30～「辰巳屋」

　「創立記念夜間例会」

幹事報告

例会変更のお知らせ
●当クラブ次週12日（木）の例会は、14日（土）の「県
北第一分区インターシティ・ミーティング」に変更し
ております。

その他のお知らせ
●本日18：00より「石林」にて3月理事会を開催します。

三宅　　喬 会員　　昭和 13年 3月 6日
安藤健次郎 会員　　昭和 20年 3月 15日
今井　　康 会員　　昭和 34年 3月 20日
藤井　高志 会員　　昭和 28年 3月 21日
大沼　健次 会員　　昭和 17年 3月 29日
渡邊　又夫 会員　　昭和 10年 3月 29日
田苗　　博 会員　　昭和 31年 3月 30日
紺野　晴郎 会員　　昭和 30年 3月 31日

〜
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

3月
誕生祝い

大正・昭和1桁・同10年代会
　　　　　　　親睦ロータリー家族委員会　渡邊　又夫
　大正生れ安藤会員、昭和1桁6名、同10年代14名に幹事
親睦の計25名は26日（木）夜、「割烹万松」で本会を開催しま
した。この種の集まりは平成19年以来とか、会場の「万松」は
かつてクラブの指定会場、贅を凝らした和室もいまは5人掛
けのテーブルが5脚。古参会員達は懐かしく開会前から少し
興奮気味でした。
　会長代理坪井幹事の挨拶、1桁会から白岩会員、10年代か
ら渡邉（又）会員の挨拶、阿久津PGの乾杯につづき、万松の林
谷清元会員からお礼の挨拶がありました。そのあとは飲食を
しながら「座は乱さない、私語は小声で」のなかで会員卓話を
順番に回しました。さすがに年期の入った会員だけにロータ
リー回顧談のみならず、己の人生観、歴史感、戦争論から痛烈
な政治批判までおよび、卓話に対する談論風発で会場は大い
に盛り上がりました。そのあとは「自由懇談」の時間となり、
余裕のスペースの中でお互いに席を譲り合い、あるいは補助
椅子を割り込せて、25名の会員は同世代ならではの交歓の喜
びを存分に満喫しました。また、林谷元会員が88歳米寿の誕
生日だったことが判り、大きな花束と誕生祝の歌を贈りロー
タリーの友情の実践にホロリと致しました。
　いまから30数年ほど前、昭和2桁生まれは僅か数名でした
から、ひっそりと最初の会を開きました。それぞれが自分の本
心を語り、真摯に耳を傾け、（転勤族から）驚き学び、己の不明
を知り、そして共感し尽くしたあの最初の2桁会を忘れること
が出来ません。今でも年賀を欠かすことなく続いているロータ

リーの友人づくりの原点でした。
　ロータリーにおける親睦の理想とは、お互いに理解すること
から始まり、やがては人生の友にまで昇華することではなかろ
うか。福島クラブは逸材の山、その気になれば学びの殿堂かと
思います。大勢で盛り上がるのも結構ですが、ロータリー用語
でFire-side Meeting 炉辺会議という言葉があります。Home 
Party が理想ですが、まずは小人数の二次会こそ友情深化の道
場かも知れません。（カラオケとホステスなしが望ましい）
　別の年代会の開催を期待しながら報告と致します。


